
平成 29 年度「IBC グラント」研究奨励金交付テーマ公募要綱 

 

平成 29年 6月 

 一般社団法人 日本ＡＬＳ協会 

 

 

 

１．趣 旨 

平成 26年 夏のチャリティームーブメント「IBC（アイス・バケツ・チャレンジ）」により、多

くの方々に ALSのことが認知され、ご寄付をいただきました。この活動にかかわって下さった皆

様には、深く感謝申し上げます。 

日本 ALS 協会では、この善意のご寄付を、ALS 患者や家族が抱える問題の解決のために、大切

に使わせていただく所存でございます。平成 27年に IBC対応委員会を発足し、慎重に検討を重ね

て「IBCグラント研究奨励金」を設けました。本奨励金は、「原因究明と治療法の研究開発」や「福

祉機器等の研究開発」に活用いただくために、これからの活躍が期待される意欲ある研究者や研

究機関などからの応募を受けて、平成 27年度より３年間、研究費を補助するものです。 

 

２．公募課題 

  ＡＬＳの原因究明と治療法に関する研究 

  福祉機器等の研究開発に関する研究 

 

３．交付予定額及び件数 

１件につき 300万円以下を 3件 

 

４．応募資格 

 日本国内でＡＬＳに関係している専門職及び機関 

 

５．応募要件 

 (1) 研究期間は１年間とします。 

  (2) 同一研究テーマで次年度以降の申請も受け付けます。   

 

６．応募手続 

 (1) 申請書は、当協会のホームページからダウンロードしてください。 

  (2) 平成 29年 8月 14 日（月）までに下記提出先に郵送してください。（当日必着） 

  (3) 申請書及び添付書類は返却いたしませんので、予めご承知おきください。 

 

７．選考及び決定通知 

 選考委員会において審査・選考し、10月初旬に申請者に結果を通知します。 

 

 

８．奨励金の交付 

 平成 29年 10月末 



 

９．選考委員(50 音順)  

 ＜選考委員（ 50 音順）＞  

石松  隆和    長崎大学地方創生推進本部  COC+推進コーディネーター・工学博士  

糸山  泰人    国際医療福祉大学福岡ｷｬﾝﾊﾟｽ 副学長  九州地区生涯教育ｾﾝﾀｰ長  

岡本  幸市    公益財団法人  老年病研究所  所長  

木村  格     社会福祉法人  函館厚生院  ななえ新病院   

葛原  茂樹    鈴鹿医療科学大学  看護学部看護学科  特任教授  

近藤  清彦    社会医療法人財団慈泉会  相澤病院  脳卒中・脳神経ｾﾝﾀｰ 顧問  

佐々木  彰一   あがの市民病院  神経内科  部長  

祖父江  元     名古屋大学大学院  医学系研究科  特任教授  

田中  栄一    独立行政法人  国立病院機構八雲病院  作業療法士  

中板  育美    公益社団法人  日本看護協会  常任理事  

林  秀明      東京都立神経病院  元院長  

 

 

10．研究成果等の報告 

 平成 30年 9月末日までにその研究成果の報告書及び会計報告を提出していただきます。 

 また、11月（仮定）に、研究報告会にて、患者・一般向けの内容を発表していただきます。 

本研究の成果を他誌に発表する場合は事前に協会の承認を得た上で行い、「日本ＡＬＳ協会

IBC グラントの助成による」（英文の場合には Sponsored by IBC Grant, Japan ALS 

Association）旨書き添えていただきます。  

 

11．申請書の提出先及び問い合わせ先 

  〒102-0073 東京都千代田区九段北 1-15-15  瑞鳥ビル１階 

        一般社団法人 日本ＡＬＳ協会 事務局 

    IBCグラント担当 理事 平岡・事務 大角（オオスミ）  

ＴＥＬ ：03-3234-9155 

                ＦＡＸ ：03-3234-9156 

                Ｅメール：jalsa@jade.dti.ne.jp 
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